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             こんにちは、丹頂ガスの丹羽です。今年の５月に、私が所属する 

            「青年塾」リーダーセミナーの研修の一環で、京丹後市で行われた 

            「坂東玉三郎舞踊公演」を鑑賞する機会がありました。人間国宝に 

             選ばれた「坂東玉三郎さん」はご存じのとおり歌舞伎の世界では、 

            「女役」しなやかで、たおやかな踊りは、歌舞伎界を代表する役者

です。私たち「青年塾」リーダーセミナーのメンバーは、中小企業の若手経営者並

びにリーダー格の人たちの集まりです。ほとんどのメンバーは全くと言っていいほど

「舞踊や歌舞伎」に縁がなく、むしろ初体験でした。「経営者たるものは、日本の

一流の文化」に接することも大切だと「青年塾」を主宰する上甲 晃塾長のご指導

の下、貴重な機会を頂きました。そして公演後、一時間に渡り「坂東玉三郎さん」

と「懇談会」が開かれました。事前に、「坂東玉三郎さん」のYouTubeを観たり、初

心者でもわかる「歌舞伎の本」を読んで多少なり知識を付けて挑みました。どうも

「坂東玉三郎さん」の芸能活動は、歌舞伎のみならず、音楽やミュージカル、現代

アートと幅広い芸能活動をされております。そこで折角の機会だったので、緊張感

が漂う中、思い切って手を挙げて質問してみました。「美しさを極めている坂東玉三

郎さんが、毎日の生活の中で気を付けている『美意識』は何ですか？」するとその

答えはシンプルに、「美意識の始まりは、ちゃんとしたものを食べること」続けて

「ちゃんとしたものに触れること」とお答えされました。ちゃんとした生活を送ることが

『美意識』を持つ始まりだと気づかせていただき『美意識』についてさらに、「自然

をよく見るのがいいと思います。美しい夕焼けや星などを見ていると、自然と比べて、

自分が作ったものがいかに恥ずかしいか。また恥ずかしいと思わ 

なければ次の作品が作れません。」とも言われました。姿勢につ 

いては、「左右を見るとき、目だけで見るのは品がない。横目を 

しない。胸を相手に向ける。できないときは、首だけでも向ける。」 

そして、挨拶については、「どんなに美しい形でお辞儀をしても、 

お客様への感謝の気持ちがなければならない。」など「当たり前 

のこと」を「ちゃんとやること」の大切さを教えて頂いた「青年塾」 

リーダーセミナーでした。 

 

 




